






Process of the Formation of Social Network and Support
in Elderly People in Community Salon




























































































































































































































































































































































氏名 性別 年齢 家族形態 居住年数 サロン参加回数
１ Ａ氏 男性 ７０代後半 夫婦 ６～１０年 １０回以上
２ Ｂ氏 女性 ７０代前半 夫婦 １０年以上 ５回未満
３ Ｃ氏 女性 ６０代後半 夫婦 ６～１０年 １０回以上
４ Ｄ氏 女性 ８０代前半 ひとり暮らし １０年以上 １０回以上
５ Ｅ氏 女性 ７０代前半 夫婦 １０年以上 １０回以上
６ Ｆ氏 女性 ７０代前半 夫婦 １０年以上 １０回以上
７ Ｇ氏 女性 ６０代後半 同居 １０年以上 １０回未満
８ Ｈ氏 女性 ７０代後半 ひとり暮らし １０年以上 １０回以上
９ Ｉ氏 女性 ７０代後半 夫婦 １０年以上 １０回以上
１０ Ｊ氏 女性 ７０代前半 夫婦 １０年以上 １０回以上
１１ Ｋ氏 女性 ７０代後半 夫婦 １０年以上 １０回以上



































































































































































































































































































































in Health Care（２nd edition）”BMJ Publishing
Group（＝２００１、大滝純司監訳『質的研究実践
ガイド 保健・医療サービス向上のために』医
学書院。）
坂本俊彦、高野和良ら（２００７）「ふれあい・いきいき
サロン活動の評価研究 第２年度報告書【分析
編】」平成１８年度ニッセイ財団高齢社会助成
「実践的研究助成」。
全社協（２００８）「「ふれあい・いきいきサロン」のて
びき」全国社会福祉協議会。
27サロンにおける高齢者のつながりと支え合いの形成過程―Ａ市Ｂ地区サロン参加者インタビューから―
資料１ カテゴリー、概念、語りの具体例
＊カテゴリーを【 】、概念を『 』、語りを
 で示す。
１）【参加前の社会関係の存在】
概念 『民生委員とのかかわり』
定義 「民生委員の訪問や安否確認を受ける
などの関係があること。」
語り Ｌ“民生委員が時々来てくれている。
自分は元気だから…と思ったけれど、
来てくれれば安心だ。”
概念 『老人クラブつながり』
定義 「参加者の間に、老人クラブでつくら
れた関係があること」
語り Ａ“みんなもともとは老人クラブの仲
間だった。”
Ｃ“ここに来る前も、Ｅさんは老人ク
ラブだったから、たまにあっていた。”
Ｄ“私もそうだけど、ここに来る人は
老人クラブだった人が多いよ。”
Ｅ“おふろ行かないかいとか、（老人ク
ラブの）みんなを誘っていた”
Ｆ“Ｉさん（老人クラブの仲間）は、
いつも電話をくれて、大丈夫かいと
いってくれた。”
概念 『ご近所つながり』
定義 「近所の人との関係があること」
語り Ｂ“互いに若い頃から２０年来交流があ
り、外で会うと声をかけあう奥さん
がいる。一緒に買物したり、家にあ
がってお茶を飲んだりしていた。”
Ｊ“Ｋさんとは、近所であいさつがきっ
かけで知り合って、知らないことが
あったらいってくださいとか、声を
かけてた。”
Ｋ“近所であいさつされても、この人
と付き合っても大丈夫かな、ってい
つも考えているんだけど、Ｊさんは、
あいさつだけでなく、「何かあったら
いってくださいね」と、さりげない
ひとことがあって、この人なら大丈
夫と思った。”
２）【社会関係維持の危機】
概念 『なじみの老人クラブ喪失』
定義 「地域の仲間との関係を維持する場で
ある、老人クラブがなくなること」
語り Ａ“みんなもともとは老人クラブの仲
間だったの。老人クラブが維持でき
なくなって、解散しちゃったのさ、
それで、寂しいから週１回集まろう
かって話をしていた。”
Ｃ“残念なんだけど、役員いなくなっ
ちゃったのよね。それで老人クラブ、
やめちゃったの。”
概念 『身体機能変化』
定義 「身体機能が健康状態から変化するこ
と」
語り Ｋ“昔は元気に働いていたけれど、足
が悪くなってからは、病院に行くの
も大変になった。”
Ｌ“大きな病気をしてね、あの時は大
変だった、ああ年なんだなって思っ
たね。”
概念 『立ちはだかる団地砂漠』
定義 「つながりや支え合いのない地域社会
の実態を目の当たりにすること」
語り Ａ“ここは…団地砂漠だな。若い人も、
誰でも、おはようの声もない。みん
ながみんな、つながっていない。”
Ｂ“近所の人とはあまり顔を合わさな
い。”
Ｅ“昔は子供がつながるきっかけだっ
たけど、今は子供がいないから、つ
ながる機会がない。”
Ｅ“掃除に出たときに近所の人と話す
ようにはしているけれど、プライバ
シーがあるから、深くまで聞けない。”
３）【情報入手、葛藤から参加決心へ】
概念 『人づての情報入手』
定義 「人を介してサロンの情報を手に入れ
ること」
語り Ａ“Ｉさんが、こういうの（サロンＣ）
あるよって…。”
Ｋ“Ｊから、近くでやるよ、歩いてい
けるよ、と。”
Ｌ“私を担当してくれている民生委員
の方がね、今度、サロンができます
よといわれました。”
概念 『人づて以外の情報入手』
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定義 「回覧やポスターなどの媒体を通じて、
または直接目でみるなど、人づて以外
でサロンの情報を手に入れること」
語り Ａ“市の広報を見て、お茶を飲んでお
しゃべりするところなんだと思って
いた。”
Ｂ“広報を見て、ちょっと行ってお茶
飲めるところなんだということは知っ
ていた。”
Ｃ“ここ（サロン）のことが回覧に入っ
てたね。”
Ｄ“回覧まわってたね。”
Ｉ“サロンができると回覧で見て…。”
Ｊ“集会所のポスターを見て、お茶を
飲むところかーと思って。”
Ｋ“サロンのことは人から聞いたりし
ていたけれど、サロンがどんなとこ
ろか、実際に行って（窓から）のぞ
いた。”
概念 『参加葛藤』
定義 「サロンの参加をためらうこと」
語り Ｂ“一人だと不安だった。”
Ｊ“お茶か…お茶だけだとつまんない
かな…どうしようかな…。”
Ｋ“知らないところに、ふっと入れな
い。誰かに声をかけてもらわないと。”
Ｋ“足が悪いから、歩いていけるかな
…と思っていた。”
Ｌ“将棋は好きだけど、毎日とか、週
１回とかにやるのは、結構つかれる。
あんまり夢中になるものちょっとね。”
概念 『仲間間の誘い合い』
定義 「サロンとは別の組織の仲間が、サロ
ンへの同伴参加を勧めること」
語り Ｃ“老人クラブの仲間から、どうです
かーと誘われた。”
Ｅ“（老人クラブの仲間には）来れると
きにおいで、来たら楽しいよ、私も
来ているからね、といっている。”
Ｆ“（老人クラブの仲間に）行って見よ
うよと誘われて…。”
Ｈ“みんな（老人クラブの仲間）から
誘われた。”
概念 『リーダーの誘い』
定義 「仲間の中でもリーダー格の人物から、
サロンに参加するよう誘われること」
語り Ａ“もとあった老人クラブのＩさんが、
そこの老人クラブの役員をしていて、
みんなに電話して、一緒に行こうよ
と誘ってくれた。”
Ｄ“Ｉさん（老人クラブの仲間）が、
こういうのあるから、どう？って誘っ
てくれた。”
概念 『ご近所間の誘い合い』
定義 「地域の中の親しい住民から、サロン
に参加するよう誘われること」
語り Ｋ“Ｊから、月１回だから、行ってみ
ようよ、大丈夫だよといわれた。”
概念 『参加決心』
定義 「サロンへの参加を心にきめること」
語り Ａ“人の悪口を言わない信頼できる人
から言われたら、行って見ようかな
と思う。”
Ｂ“仲のいい近所の人が行こうと言っ
てくれて、それなら…と思い行くこ
とにした。”
Ｃ“Ｉさんは面倒見がいい。Ｉさんが
誘ってくれたから誰でも行く。”
Ｄ“回覧が回っても行く気になれない。
誘われたから来たという感じ。無理
やりではなく、「行けそう？」という
感じで…。”
Ｆ“だまって家にいても疲れるし、一
人でお店に行ってもつまらないし、
Ｇさんが行くというから、行こうと
思った。”
Ｈ“人の話を聞いているだけでもいい
よといわれた。”
Ｉ“老人クラブがなかったし、サロン
だったらみんなが集まれるから、み
んなの行く機会になるからいいなと
思って…。”
Ｊ“ポスターを見て、お茶を飲むとこ
ろか、いいなー、お茶だけじゃつま
んないかな…でも退屈だし、みんな
誘って行って見ようと…。”
Ｋ“ゆっくり歩いておいでと言われ、
歩けないわけではないし、他に行く
ところはないし、この人が言うなら
大丈夫かな…と思って…。”
Ｌ“将棋が決め手でした。（真剣にやる
29サロンにおける高齢者のつながりと支え合いの形成過程―Ａ市Ｂ地区サロン参加者インタビューから―
と）けっこう（将棋は）疲れますか
ら、週１回は費やしたくないし、毎
日将棋というのもちょっと…他のこ
ともやりたい。でも、月１回のペー
スで将棋ができるなら、楽しみにな
る。”
４）【つながりと支え合いの深化・発展】
概念 『楽しい体験』
定義 「サロンの中で趣味や娯楽、交流など
を通じて、楽しいと感じること」
語り Ｂ“やっぱり人と話すのはいいーと思っ
た。カレンダーに丸をつけて、月１
回を楽しみにしている。”
Ｃ“介護していてね…ここに来るよう
になって、ここで人と会って、いろ
んな話を聞くと面白いね。”
Ｄ“ここに来ると仲間に会える。”
Ｇ“楽しい。２回あってもいい、学校
を開放して、毎日あってもいい。”
Ｈ“人の話を黙って聞いていると楽し
いね。”
Ｉ“私もここで楽しませてもらってい
る。”
Ｊ“お父さんや孫たちといるもの楽し
いけれど、これ（サロン）が唯一つ
の外に出ることになっているから、
本当に楽しみ。”
Ｌ“やっぱり将棋は楽しいよ。”
概念 『つながり深化』
定義 「サロンでの交流により、これまでの
つながりや新たなつながりを深めるこ
と」
語り Ｂ“はじめは知らない人ばかりで…ま
だそんなに来ていないけれど顔見知
りも増えた。”
Ｃ“病気になって休んだら、どうして
いるのかなって思うよ、心配になる
よね。”
Ｄ“ここで、おしゃべりしているうち
に「今度温泉いこうか」と広がって
いる。”
Ｅ“今度お風呂行かないかい、と誘い
合って行く。”
Ｇ“顔だけ知っている近所の人でも、
ここで話すとああこんな人なんだ、
とわかる。そこから親しくなれる。”
概念 『支え合いの形成』
定義 「サロンでの交流により、参加者が具
体的な支援を得たり、提供したりする
こと」
語り Ａ“（休んでいる参加者、入院している
参加者の）お見舞いにも行くしね”
Ｄ“体の具合が悪いときに、ここだと
話すことかできる。”
Ｅ“具合が悪いというときには、ご飯
を作ってあげたりする。”
Ｉ“顔を見ない時は、どうしているの
かなと思って、電話する。”
概念 『支え合いへの期待』
定義 「具体的な支え合いに至っていないが、
必要なときに得られるであろう、支援
しようと予測できること」
語り Ｃ“ここには家で介護している人、他
にもいるからさ。（介護のことで）困っ
たら、いろいろ助けてもらえるなっ
て思っている。”
Ｉ“来なかったら、どうしているのか
な、大丈夫かな、帰りに寄ってみよ
うかなって思うよ。”
Ｌ“今のところ、（サロンにおける）支
え合い、まではいっていない。でも
可能性はあると思う。この前サロン
を休んだが、行かないとみんな心配
しているみたいで、別なところで
（サロンの）知り合いにお会いして、
心配したわよといわれて。今後、サ
ロンのつながりが役に立つかもしれ
ない。”
概念 『つながりの地域展開』
定義 「サロン参加者が地域の未参加の住民
を誘うこと」
語り Ａ“新規にね、誘ってもね、会話でき
ないのさ、行こうって誘っても来な
い人がたくさんいる。”
Ｃ“近所の人を誘ってるんだけどね、
来ない人は本当に来ないよね、楽し
いんだけどね。”
Ｈ“エレベータなくて外に出て来れな
い人がいる。誘いたいんだけど…”
Ｊ“スーパーのお彼岸の団子売り場で、
団子を探している人に声をかけて…
奥さん、どこに住んでいるの？、一
30
人だったら寂しいでしょ、お茶に来
ない？とサロンに誘った。”
Ｊ“あそこでおしゃべりしている人は
私が（サロンに）呼んだの。”
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